
日本語リテラシー研究センター主催 

「第八回静岡産業大学俳句コンテスト」 

入賞者決定 
 

 

日本語リテラシー研究センター主催 「第八回静岡産業大学俳句

コンテスト」の入賞者が、以下の通り決定致しました。 

応募者総数は 2,495 人（一般の部 282 名・学生の部 2,213 名）、

お寄せいただいた俳句の総数は 5,549 句にのぼりました。たくさん

の御応募ありがとうございました。 
 

 

 

【一般の部】 
 

 

 最優秀作品  

 
 

○有馬賞〔元文部大臣、静岡産業大学学事顧問有馬朗人賞〕 
 

空と海一つの闇に烏
い

賊
か

火
び

かな    新
あら

谷
や

真
ま

紀
き

 静岡市清水区 

 

○松井賞〔静岡新聞社・静岡放送会長賞〕 

 会話なき老人ホーム小鳥来る   高木冨士子 静岡市葵区 

 

○鷲崎賞〔静岡産業大学学長賞〕 
 

新秋刀魚
さ ん ま

太平洋の色連れて         池 谷
いけがや

まつゑ 藤枝市 

 

 

 

 優秀賞  

 
 

子のくれし木
こ

の実
み

一つの微温
ぬ る

きこと    坂口和代 茅ヶ崎市 

 

 雪しまき 轍
わだち

を辿
たど

る通勤路      西谷弘子 滋賀県甲賀市 

 



 

 佳 作  
 

  雑踏の中のヒロイン白
しろ

日
ひ

傘
がさ

       橋爪千恵子 藤枝市 

 菊咲いて光陰そこに 從
したが

へり    李
り

 優
ゆう

紀
き

 大阪市西淀川区 

 元
がん

朝
ちょう

のひかりの 器
うつわ

駿河湾    土
ど

肥
ひ

典子 静岡市清水区 

 煮
に

干
ぼし

ほどの乾
から

び方なり鵙
もず

の贄
にえ

    服部さち代 静岡市葵区 

 篳
ひち

篥
りき

の「ジュピター」に酔ふ星
ほし

月
づき

夜
よ

   増田弘子 藤枝市 

 

 

 

 

 

 

 

【学生の部】 

 
 

 最優秀作品  

 
 

○有馬賞〔元文部大臣、静岡産業大学学事顧問有馬朗人賞〕 
 

 島を発
た

つ船と飛び立つ渡り鳥        藤﨑彩
さ

智
ち

 立命館大学 

 
 

○松井賞〔静岡新聞社・静岡放送会長賞〕 
 

ぎこちない動きで入る盆踊り  

野本みく 安城生活福祉高等専修学校 
 

○鷲崎賞〔静岡産業大学学長賞〕 
 

 水飛沫
みずしぶき

いるかは空に憧れて         久保田愛美 県立浜北西 

      
 



 

 

 

 優秀賞  
 

遺跡バガンパゴダの上にかかる虹  

チョーシヘイン  国際ことば学院日本語学校 

ゆりかごに向けて昭和の扇風機      滝 修
しゅう

弥
や

  清水国際 

菜の花やシンボルロードの装
そう

飾
しょく

師
し

   村瀬紗
さ

都
と

 県立静岡農業 

屠
と

蘇
そ

散
さん

を聞き返されり歳
とし

の市
いち

      生
い

駒
こま

賀
よし

一
かず

 静岡産業大学 

 
 

 佳 作  

 

学習室の人口増えて冬
ふゆ

隣
どなり

        北川順
やす

子
こ

 県立豊橋西 

空
うつ

蝉
せみ

が鳴きさうなほど友ヶ島       塩
しお

谷
たに

天
たか

秀
ひで

 長崎大学 

稲の根に入り日
び

差し込む田の匂ひ    後藤紗
さ

弥
や

子
こ

県立静岡西 

忙しさ見せぬ教師の夏期講座       赤木佑
ゆ

実
み

  県立広島 

戦争の爪
つめ

痕
あと

残し山眠る         池
いけ

谷
や

咲
さ

紀
き

 県立浜北西 

夏みかん季節の知らせを配達中     西田春
はる

 県立浜松大平台 

日本での未来を探す初
はつ

詣
もうで

  ティン チョー  国際日本語学院 

 

母思い母国へ送る年賀状  

グエン ゴック ホアン オアン 国際ことば学院日本語学校 

 

足どりが鉛の重み雪の坂    安藤優太 高崎商科大学附属

寂
じゃく

寞
まく

の心揺さぶる終戦日          原田悠
ゆう

平
へい

 浜松学芸 

 

  
 

  
 


